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ひかりん

い
そ
の
か
み
古
き
氷
川
の
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り
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ち

　
瀬
音
さ
や
か
に
秋
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ち
に
け
り

北
野
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井
田
　
道
寛

災
害
の
朝
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夕
な
に
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リ
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朝
の
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き
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西
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栄
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夏
が
来
た
心
の
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を
空
に
投
げ

　
跣
は
だ
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で
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る
人
達
の
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上
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島
　
前
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俊
子

町
民
文
芸

短
　
歌

俳
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ふ
り
む
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ば
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ざ
な
み
は
し
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秋
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風
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も
ぎ
た
て
の
ゴ
ー
ヤ
料
理
の
は
な
や
ぎ
て

西
野
津
　
古
崎
ス
エ
ノ

雨
続
き
八
月
に
の
ぶ
夏
休
み

町
　
　
香
山
菊
童
子

心
痛
の
自
然
天
災
戻
り
梅
雨

西
野
津
　
古
崎
　
栄
子

食
卓
の
冷
し
そ
う
め
ん
涼
を
呼
ぶ

上
鹿
島
　
前
村
　
俊
子

考
察
　
中
野
重
治
　
愛
し
き
者
へ

　
　
　
　
　
　
　
法
道
寺
　
本
田
　
花
風

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
。『
佐
多
稲
子
の〈
夏
の
栞
〉の
前
半
、

臨
終
の
床
に
あ
る
中
野
重
治
の
思
い
出
が
書
か
れ
て
い

る
。中
野
重
治
を
失
った
と
き
の
佐
多
稲
子
の
悲
し
み

の
深
さ
を
思
う
と
、女
と
し
て
中
野
を
愛
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。彼
女
は
関
係
者
か
ら
中
野

の
葬
儀
委
員
長
を
引
き
受
け
る
よ
う
説
得
さ
れ
る
。そ

の
時
激
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
口
走
る
。「
私
は
、中

野
さ
ん
と
の
つ
き
あ
い
で
、自
分
の
、女
で
あ
る
と
い
う

の
が
残
念
で
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
す
。女
で
な
か
っ
た

ら
、男
だった
ら
、もっと
ち
が
う
つ
き
あ
い
が・・・」

今
は
じ
め
て
云
う
そ
の
口
惜
し
さ
に
、中
野
を
喪
っ

た
実
感
が
か
さ
な
り
、感
情
が
堰
を
切って
い
た
。

そ
の
後
で
、佐
多
稲
子
は
人
前
を
は
ば
か
ら
ず
泣
い

て
し
ま
う
。』

佐
多
は
、窪
川
鶴
次
郎
と
結
婚（一九
二
六
年
）し
て

い
た
が
、窪
川
と
十
九
歳
年
上
の
田
村
俊
子
と
の
情
事

が
発
覚
、仲
が
悪
く
な
り
四
十
五
年
、二
人
は
離
婚
し

た
。中

野
は
、終
戦
直
後
、日
本
共
産
党
に
再
入
党
。新

し
い
文
学
の
出
発
を
願
い
、宮
本
百
合
子
や
蔵
原
惟
人

と
と
も
に
新
日
本
文
学
会
を
創
立
、民
主
主
義
文
学

の
発
展
の
た
め
活
動
を
開
始
す
る
。

中
野
と
窪
川
は
、同
人
雑
誌『
驢
馬
』を
創
刊
時
か

ら
の
同
志
で
、日
本
プ
ロレ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
に
入
り
、

中
央
委
員
に
な
る
当
時
か
ら
の
付
き
合
い
で
あ
る
。

窪
川
鶴
次
郎
が
評
論
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は

一九
三一年
、三
十
二
年
に
共
産
党
に
入
党
。中
野
や
窪

川
や
佐
多
稲
子
が
関
わ
り
あった
の
は
、プ
ロレ
タ
リ
ア

文
学
への
傾
倒
に
あった
。そ
ん
な
中
か
ら
佐
多
の
中
に

中
野
への
思
い
の
深
さ
が
あった
の
だ
ろ
う
。

【
澤
地
の
目
】中
野
か
ら
の
本
の
注
文
な
ど
を
見
る

と
、時
間
も
金
も
乏
し
い
新
妻
に
とって
か
な
り
重
い

負
担
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。こ
の
年
、妻
あ
て
の

三
十
九
通
の
ほ
か
、妹
、鈴
子
あ
て
な
ど
計
四
十
三
通

が
書
か
れ
て
い
る
。

 投稿について
・楷書で記入し、漢字には全て読みが
なをふって投稿してください。
・内容確認する場合がありますので
お電話番号を記載してください。
・毎月5日必着
※遅れて投稿された場合掲載できな
い場合があります。あらかじめご了承
ください。
 投稿先
〒８６９・４８１４ 氷川町島地６４２番地
企画財政課  企画係
　☎０９６５・52・5850

 

八 火 図 書 館 だより
新 着 図 書

一 般 書 児 童 書
首里の馬

高山　羽根子／著
夜のいきもの図鑑

今泉　忠明／著
欲が出ました

ヨシタケシンスケ／著
世界に伝わる本当に怖い話

野宮　麻未／著
業界と職種がわかる

本岸　健二／編
トマトの大百科

中野　明正／編
天気を読む知恵とワザ

農文協／編
お札になった！偉人のひみつ

教育画劇／出
「これから」の時代を生きる君たちへ

ドメニコ・スキラーチェ／著
生ごみからエネルギーをつくろう！

多田　千佳／文
【お問い合わせ先】
八火図書館　☎0965-62-3489

　日中はまだまだ暑い日が続いていま
すが、朝夕の心地よい風に少しずつ秋ら
しさを感じるようになってきました。
　季節の変わり目は、１日の気温の変化
が激しく体調を崩しやすい時期でもあり
ます。
　手洗い・うがいなどの予
防を徹底し、体調管理をしっ
かりと行いましょう♪

休館日の本の返却は、正面玄関横の返却
ポストをご利用ください。

　八代海の持つ環境特性の活用と保全の活動に取り組ん
でいる『「八代海北部沿岸都市」地域連携創造会議』と、氷川
の適正な流水の確保と環境保全に取り組んでいる「清流氷
川流水対策協議会」の共催で、清掃活動を実施します。
　今回の「令和2年7月豪雨」により、氷川や八代海から漂流
ごみが流れ、海岸や消波ブロックなどに大量に漂着してい
ます。自然環境を守るために、清掃活動に参加しませんか？

　◆日　　時　9月26日（土）7時開始（小雨決行）
　　　　　　　1時間30分程度
　◆持 参 物　水筒、長靴、タオル
　　　　　　　トング（必要に応じて）
　　　　　　　※手袋、ごみ袋は主催者で準備します。
　◆場　　所　竜北漁協船着場周辺（若洲・沖塘地区）
　◆募集期限　9月9日（水）
　◆申 込 先　企画財政課　企画係　☎0965-52-5850

清掃活動参加者募集

夢や希望を込めた児童福祉週間　～標語募集～

児童福祉週間とは
「子どもたちがいきいきと、夢と希望をもって幸せに育つためにはどうしたらいいのだろう」ということをみんな
で考えたり、たくさんの人に知ってもらうための1週間です。
国では毎年、5月5日の「子どもの日」から1週間を「児童福祉週間」とし、令和3年度の標語を募集しています。最
優秀作品に選ばれた標語は、ポスターやイベントで使われます。
◆募集期間
　10月20日（火）まで
◆応募方法（詳しくはお問い合わせください）
　①インターネット　②メール　③郵便
問 公益財団法人　児童育成教会　☎　03-5357-1174

募

▲清掃場所（竜北漁協船着場）

▲令和 2 年 7 月豪雨後に漂着したごみ

①天の川は天頂に
　◆日　時　9月11日(金) ～ 9月22日(火)　19時30分 ～22時
　◆内　容　夕暮れを過ぎた頃に真上へ昇って来る天の川をはじめ、リング星雲や夏の二重星アルビレオなど、
　　　　　　見頃をそろそろ終える木星や土星をご案内します。
②惑星観望会
　◆日　時　9月25日(金)～ 10月11日(日)　20時 ～22時
　◆内　容　今年の秋は、南の空で木星と土星、東の空で火星が観望できます。火星は10月6日(火)に準大接近となります。
◆場　　所　さかもと八竜天文台　八代市坂本町中谷は335-2
◆入 館 料　大人：310円 小・中・高校生：150円 未就学児：無料　
　　　　　　※国道219号の通行状況次第では休館になる場合があります。
問 さかもと八竜天文台　☎0965-45-3453　休館日：毎週火曜・水曜

定住自立圏イベント情報  ～八代市～


